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１．調査の概要  
①実 施 時 期 ：平 成 26 年 1 月 ～平 成 26 年 3 月  

 

②対 象 ：岩 手 県 立 大 学 卒 業 生 ・修 了 生 の就 職 先 企 業 ・団 体 より抽 出 した 844 社  

 

③回 答 ・回 収 状 況 ：318 票 （回 収 率 ：37.7%） 

 

 

２．調査結果の要約  
 

●本 学 卒 業 者 に関 する採 用 企 業 や団 体 （以 下 ：企 業 等 ）の満 足 度 は 84.5% 

 

設 問 Ⅰ-１.「本 学 の卒 業 者 は全 体 として、貴

社 の人 材 ニーズや期 待 に応 えていると思 われ

ま す か 」 に 対 し て 、 「 十 分 応 え て い る 」 47.5% 、

「どちらかといえば応 えている」36.8%で、合 わせ

て 84.3%が肯 定 的 な回 答 である。 

（回 答 企 業 318 単 純 集 計 ） 

 

 

 

 

 

 

 

●本 学 卒 業 者 の能 力 水 準 についての肯 定 割 合 は 76.4% 

 

設 問 Ⅰ-２.「本 学 の卒 業 者 の能 力 水 準 につ

いて、どう感 じておられますか」に対 しては、「全

体 として高 いと感 じる」28.9%、「どちらかといえ

ば高 いと感 じる」47.5%で、肯 定 的 意 見 は合 わ

せて 76.4%である。 

（回 答 企 業 318 単 純 集 計 ） 
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と感じる

20.4%

どちらかといえ
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る
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に求人・採用し

ていきたい
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レベルで求人・

採用を考えて
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求人・採用をし

ていく予定はな

い
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採用は個人本

位であり、何と

もいえない

17.9%

その他

3.1%

無回答

0.3%

●本 学 の就 職 支 援 活 動 の熱 心 さに対 しては 55.3%が評 価 しており、回 答 企 業 の 45.0%が

「今 後 も積 極 的 に求 人 ・採 用 していきたい」としている。 

尚 、本 学 卒 業 者 の採 用 理 由 は「基 礎 学 力 があり、伸 びる人 材 である点 」の割 合 が大 き

くなっている。 

 

設 問 Ⅰ-３．「本 学 の企 業 への求 人 ・卒 業

予 定 者 紹 介 などの就 職 支 援 活 動 について、

どう感 じておられますか」という問 いに対 して

は、「全 体 として熱 心 だと感 じる」「どちらかと

いえば熱 心 だと感 じる」企 業 等 が 55.3%であ

る。（回 答 企 業 318 単 純 集 計 ） 

 

 

 

 

 

また、設 問 Ⅰ-４．今 後 の求 人 ・採 用 の意

向 を聞 いた設 問 では、45.0%の企 業 等 が「今

後 も積 極 的 に求 人 ・採 用 していきたい」とし

ている。（回 答 企 業 318 単 純 集 計 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 問 Ⅰ-５．本 学 卒 業 者 を採 用 いただいた理 由 としては、「基 礎 学 力 があり、伸 びる人 材

である点 」（48.4%）が最 も多 く、次 いで「コミュニケーション力 や人 間 的 に魅 力 を感 じる点 が

多 い」（35.8%）が挙 げられた。（回 答 企 業 318 単 純 集 計 ：複 数 回 答 ） 

 

  

Ⅰ-５　これまで本学の卒業者を採用いただいた理由は何ですか（複数回答）

1. 教員からの紹介・推薦 36 ( 11.3)

2. 過去の卒業生の実績が認められるから 65 ( 20.4)

3. 地元、近隣の大学であるから 84 ( 26.4)

4. 専門分野が当社に合致しているから 103 ( 32.4)

5. 当社の業務遂行にふさわしい資格を有しているから 91 ( 28.6)

6. 基礎学力があり、伸びる人材である点 154 ( 48.4)

7. コミュニケーション力や人間的に魅力を感じる点が多いから 114 ( 35.8)

8.
過去の卒業生からの退職者が少ないなど当社の風土に
合致する人材が多いと感じるから

18 ( 5.7)

9. その他 38 ( 11.9)

10. 無回答 7 ( 2.2)

合  計 710 ( 223.3) 0
回答者数 318

20 40 60 80 100%
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だと感じる
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38.4%
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ば熱心とは感じ

ない

3.8%

熱心であると感

じない

0.6%

何ともいえな

い、わからない
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無回答
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● 企 業 等 からみた卒 業 者 は、「基 礎 的 知 識 や読 み書 きなどの基 礎 能 力 」、「仕 事 上 の課

題 等 に責 任 感 、倫 理 観 をもって取 り組 む姿 勢 」への評 価 が高 い。一 方 、国 際 化 につい

ての印 象 は否 定 的 である。 

 

設 問 Ⅱ-１．卒 業 者 への印 象 を多 面 的 に聞 いたところ、肯 定 的 な回 答 項 目 は「基 礎 的 知

識 や読 み書 きなどの基 礎 能 力 を身 につけている」（84.0%）、「仕 事 上 の課 題 等 に責 任 感 、

倫 理 観 をもって取 り組 む姿 勢 を持 っている」（82.7%）等 である。（「そう思 う」「やや思 う」合 わ

せて 80.0%以 上 の回 答 ）。 

一 方 、企 業 等 からの印 象 がやや薄 いのは「職 場 でリーダーシップを発 揮 したり、部 下 指

導 などに優 れている」（33.3%）となっている。 

また、「国 際 的 なコミュニケーション能 力 （語 学 力 等 ）を持 っている」（12.3%）、「国 際 感 覚

を身 につけている」（15.1%）という項 目 については否 定 的 であるといえよう。 

（回 答 企 業 318 単 純 集 計 ） 

 

P.22 において、回 答 企 業 等 全 体 の「重 要 度 」と「（本 学 卒 業 者 への）印 象 」を相 関 図 で

示 したので参 照 いただきたい。 

 

 

 

 

●卒 業 者 からの印 象 で本 学 の教 育 を熱 心 だと感 じている企 業 等 は 72.4% 

 

設 問 Ⅱ-２．「卒 業 者 からの印 象 やあなたが

ご存 知 の範 囲 で、本 学 の学 生 への教 育 活 動

について、どう感 じておられますか」について、

「全 体 として熱 心 だと感 じる」34.0%、「どちらか

と い え ば 熱 心 だ と 感 じ る 」 38.4% 、 合 わ せ て

72.4%である。（回 答 企 業 318 単 純 集 計 ） 

 

 

 

 

 

 

 

● 自 由 コメントでは、本 学 がこれから強 化 すべきテーマや努 力 すべき点 について等 、多 数

のご意 見 をいただいた。 

 

●本 アンケートは、岩 手 県 立 大 学 卒 業 生 ・修 了 生 の就 職 先 企 業 ・団 体 より抽 出 した 844  

社 に送 付 され、318 企 業 ・団 体 、37.7%の回 答 を得 ている。この、回 収 率 は他 の大 学 と比

較 し、相 当 高 いものであることを付 記 しておきたい。（普 通 は 20～25%程 度 ） 

 

 


